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３
月
は
「
自

殺
対
策
強
化
月

間
」
だ
。
行
政

機
関
や
関
係
団

体
な
ど
が
連
携
し
て
啓
発
活

動
を
推
進
し
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
の
自
殺
者
数

は
２
万
８
３
０
人
に
上
り
、

コ
ロ
ナ
前
の
19
年
比
で
６
６

１
人
増
え
た
。
男
性
は
減
少

し
た
一
方
で
、
女
性
は
増
加

し
た
。
女
性
就
業
者
が
比
較

的
多
い
宿
泊
・
飲
食
業
が
大

き
な
打
撃
を
受
け
た
影
響
だ

ろ
う
。
政
治
の
無
策
が
命
を

脅
か
し
て
い
る
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
呼
び

か
け
ら
れ
る
な
か
、
賃
金
や

家
事
、
政
治
参
画
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
差
別
が
続

く
。
性
別
で
生
き
方
や
働
き

方
の
選
択
肢
が
決
め
ら
れ
る

根
底
に
は
、
女
性
を
抑
圧
す

る
文
化
が
横
た
わ
る
。

　

欧
米
で
は
社
会
的
・
文
化

的
に
つ
く
ら
れ
た
性
差
を
な

く
す
運
動
が
盛
ん
だ
。
人
権

を
尊
重
し
つ
つ
、
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
進
む
。
日
本
は

周
回
遅
れ
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
「
性
差
」
と

い
う
社
会
の
〝
歪
み
〞
を
ま

ざ
ま
ざ
と
突
き
付
け
た
。
も

は
や
見
て
見
ぬ
ふ
り
は
で
き

ま
い
。
政
治
を
変
え
、
社
会

を
変
え
る
の
は
、
一
人
ひ
と

り
の
行
動
で
あ
る
。 

（
Ｙ
）

　協会の社保担当事務局員は、
４月中旬まで改定書籍『要点と
解説』『歯科保険診療の研究』
の製作業務で事務所を離れま
す。お問い合わせは、出先から
折り返しの対応となります。

お知らせ

歯科医やスタッフが感染した場合の対応新型コロナ

医
療
へ
の
政
治
責
任
を
問
う

症
状
の
有
無
で
療
養
日
数
に
違
い

ッ
フ
を
守
る
た
め
に
日
々
、

感
染
防
止
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
収
入
を
減
ら
し

て
で
も
予
約
数
を
減
ら
し
、

「
三
密
」
に
な
ら
な
い
よ
う

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
き
た

と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。
歯

科
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
ほ
と
ん

ど
発
生
し
て
い
な
い
の
は
、

人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

医
院
で
は
患

者
さ
ん
や
ス
タ

で
は
患
者
さ
ん
の
健
康
を
守

る
た
め
に
歯
を
食
い
し
ば

り
、
診
療
し
て
き
ま
し
た
。

会
員
の
な
か
に
は
、
持
病
の

あ
る
方
、
高
齢
で
重
症
化
の

不
安
の
あ
る
方
、
高
齢
の
家

族
と
同
居
す
る
方
な
ど
、
様

ざ
ま
な
不
安
を
抱
え
な
が
ら

懸
命
に
診
療
を
続
け
て
き
た

　

診
療
報
酬
改
定
が
４
月
に

実
施
さ
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

禍
の
下
で
の
改
定
を
ど
う
み

る
か
。
江
原
豊
政
策
部
長
に

聞
い
た
。

―
―
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
発
生

か
ら
２
年
が
過
ぎ
、
診
療
報

酬
改
定
が
迫
っ
て
き
ま
し

た
。

　

感
染
拡
大
が
続
く
厳
し
い

場
面
で
も
、
歯
科
医
療
現
場

歯
科
医
師
・
ス
タ
ッ
フ
の
最

大
限
の
努
力
の
賜
物
と
言
え

ま
す
。

　

歯
科
医
師
と
し
て
の
誇
り

を
胸
に
、
私
た
ち
は
２
年
に

わ
た
っ
て
懸
命
な
努
力
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
診
療
報
酬

改
定
を
控
え
た
今
、「
政
治
は

歯
科
医
師
の
真

な
努
力
に

費
は
右
肩
上
が
り
で
上
昇

し
、
患
者
の
減
少
も
深
刻
で

す
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
矢
先

に
厚
労
省
が
「
歯
科
は
感
染

リ
ス
ク
が
高
い
」
と
し
て
通

院
の
自
粛
を
促
し
た
結
果
、

そ
の
影
響
が
今
も
続
い
て
い

ま
す
。
そ
し
て
金
パ
ラ
の

「
逆
ザ
ヤ
」
で
す
。
厚
労
省

は
ま
と
も
な
改
善
策
を
取
る

こ
と
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
対

応
に
追
わ
れ
る
歯
科
医
院
に

金
パ
ラ
高
騰
の
負
担
を
押
し

付
け
て
き
た
の
で
す
。

　

▽
感
染
防
止
対
策
費
増
▽

患
者
減
▽
金
パ
ラ
「
逆
ザ

ヤ
」
―
―
の
「
三
重
苦
」
の

な
か
で
、
政
治
は
私
た
ち
に

応
え
て
い
る
の
か
」
と
い
う

こ
と
を
問
題
提
起
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

―
―
歯
科
医
師
の
思
い
に
政

治
が
応
え
て
い
な
い
、
と
。

　

そ
う
で
す
。
今
、
歯
科
医

療
の
現
場
は
危
機
的
な
状
況

で
す
。
感
染
防
止
対
策
の
経

「
外
コ
」
が
わ
ず
か
５
点
で

導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
半
年

で
廃
止
。
「
小
コ
」
は
55
点

か
ら
28
点
に
半
減
し
ま
し

た
。
お
金
も
出
さ
ず
に
「
感

染
対
策
を
き
っ
ち
り
や
れ
」

と
言
う
の
は
あ
ま
り
に
も
現

場
を
バ
カ
に
し
た
話
で
す
。

　

２
年
に
わ
た
る
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
下
の
診
療
報
酬
改
定
の

焦
点
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
で
国

民
の
命
と
健
康
を
守
る
医
療

従
事
者
の
努
力
に
い
か
に
応

え
る
か
」
に
尽
き
ま
す
。
社

会
的
に
も
、
世
界
的
に
も
、

医
療
へ
の
大
幅
な
予
算
増
が

求
め
ら
れ
る
な
か
、
今
回
ほ

ど
医
療
に
対
す
る
政
治
の
責

任
が
問
わ
れ
た
改
定
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

 

（
つ
づ
く
）

ど
の
よ
う
な
手
を
差
し
伸
べ

た
の
か
、
振
り
返
っ
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

―
―
歯
科
医
療
機
関
向
け
の

支
援
策
は
極
め
て
不
十
分
で

す
ね
。

　

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の

支
援
金
は
、
当
初
こ
そ
１
０

０
万
円
の
給
付
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
２
０
２
１
年
４

月
に
は
25
万
円
に
、
同
10
月

に
は
８
万
円
に
減
ら
さ
れ
、

22
年
１
月
に
は
つ
い
に
ゼ
ロ

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

診
療
報
酬
上
の
手
当
も
同

じ
で
す
。
21
年
４
月
に
感
染

予
防
策
へ
の
評
価
と
し
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
続
く
な
か
、

歯
科
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
が
「
陽
性
」
と
な
る

ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
陽
性
が
判
明

し
た
場
合
の
医
療
機
関
の
対
応
に
つ
い
て
、

厚
生
労
働
省
の
通
知
と
大
阪
府
Ｈ
Ｐ
を
も
と

に
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
ま
と
め
ま
し
た
（
２
月
28

日
時
点
）
。

検
査
検
査

Ｑ　

歯
科
医
師
ま
た
は
ス
タ
ッ
フ
で
発
熱
等

の
症
状
が
あ
る
場
合
は
？

Ａ　

自
宅
待
機
と
し
、
か
か
り
つ
け
医
ま
た

は
診
療
・
検
査
医
療
機
関
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参

照
）
の
受
診
を
促
し
て
く
だ
さ
い
。
40
歳
未

満
で
基
礎
疾
患
が
な
く
、
ワ
ク
チ
ン
２
回
接

種
済
み
の
場
合
、
自
ら
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ

ト
で
検
査
し
、
結
果
に
基
づ
い
て
医
師
が
判

断
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
検
査
結
果
が
判
明
す
る
ま
で
は
自
宅
待

機
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

検
査
キ
ッ
ト
を
使
用
す
る
場
合
の
注
意

点
・ 

国
内
で
承
認
を
受
け
て
い
る
医
療
用
検

査
キ
ッ
ト
（
体
外
診
断
用
医
薬
品
）
を

使
用

・ 「
陽
性
」
の
場
合
、
受
診
時
に
医
師
に

検
査
結
果
を
提
示
で
き
る
よ
う
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
で
検
査
キ
ッ
ト
を
撮
影

し
、
デ
ー
タ
を
保
存
し
て
お
く

・ 

受
診
時
に
は
使
用
し
た
検
査
キ
ッ
ト
の

　

 

名
称
を
医
療
機
関
に
伝
え
、
結
果
の
画

像
を
提
示

・ 「
陽
性
」
の
検
査
キ
ッ
ト
を
医
療
機
関

に
持
っ
て
行
く
こ
と
は
感
染
対
策
の
観

点
か
ら
控
え
る

療
養
療
養

Ｑ　

歯
科
医
師
ま
た
は
ス
タ
ッ
フ
が
「
陽

性
」
に
な
っ
た
場
合
は
？

Ａ　

有
症
状
と
無
症
状
で
対
応
が
変
わ
り
ま

す
。
有
症
状
の
場
合
は
、
発
症
日
（
０
日

目
）
か
ら
10
日
間
が
経
過
し
、
か
つ
症
状
軽

快
か
ら
72
時
間
経
過
し
た
場
合
に
療
養
解
除

と
な
り
ま
す
。

　

無
症
状
の
場
合
は
、
検
体
採
取
日
（
０
日

目
）
か
ら
７
日
間
無
症
状
の
ま
ま
経
過
し
た

場
合
、
８
日
目
に
療
養
解
除
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
10
日
間
が
経
過
す
る
ま
で
は
▽
検

温
な
ど
で
健
康
状
態
を
自
主
的
に
観
察
▽
感

染
拡
大
リ
ス
ク
の
高
い
場
所
の
利
用
や
会
食

等
を
避
け
る
▽
マ
ス
ク
を
着
用
―
―
な
ど
の

感
染
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

医
院
対
応
等

医
院
対
応
等

Ｑ　

一
人
で
も
陽
性
者
が
出
た
場
合
、
休
診

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
？

Ａ　

適
切
に
感
染
予
防
策
（
標
準
予
防
策
・

飛
沫
感
染
対
策
・
接
触
感
染
対
策
）
を
講
じ

て
診
療
し
て
い
る
場
合
は
原
則
、
行
政
検
査

の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
濃

厚
接
触
者
の
特
定
と
院
内
の
消
毒
が
終
わ
り

次
第
、
診
療
を
再
開
・
継
続
し
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。濃
厚
接
触
者
の
特
定
は
現
在
、

各
事
業
所
で
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
濃
厚
接
触
者
の
定
義
や
待
機
期
間
は
本

紙
２
月
15
日
付
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

陽
性
者
が
出
た
場
合
、
全
員
検
査
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
？

Ａ　

一
律
に
全
員
を
検
査
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
感
染
が
心
配
な
場
合
は
、
府
の
無

料
検
査
事
業
（
３
月
末
ま
で
／
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

参
照
）
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

濃
厚
接
触
者
で
待
機
期
間
内
に
就
業
が
必

要
な
場
合
は
、
検
査
キ
ッ
ト
で
毎
日
陰
性
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
府
は
医
療
従
事
者
へ

使
用
す
る
検
査
キ
ッ
ト
を
無
償
で
配
布
し
て

い
ま
す
（
詳
細
は
下
記
）
。

Ｑ　

休
診
し
た
場
合
や
自
宅
待
機
を
命
じ
る

場
合
、
公
的
な
支
援
制
度
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　

労
災
保
険
の
適
用
や
事
業
復
活
支
援

金
、
雇
用
調
整
助
成
金
な
ど
の
制
度
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
３
面
の
表
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

感染拡大防止対策への医療機関支援は廃止・縮小されてきた
2020年 2021年４月 2021年10月 2022年１月

感染対策への支援金 100万円 25万円 ８万円 廃止

2021年４月 2021年10月

感染対策への診
療報酬上の評価

外コ ５点 廃止

小コ 55点 28点

診療・検査
医療機関一覧

無料検査実施
事業者一覧

22年診療
報酬改定

江
原
豊
政
策
部
長
に
聞
く
①

狙
い

本
質

と

３
面
に
支
援
制
度
一
覧

事業概要・WEB申込はコチラ
ID：kougen
パスワード：kensa
※一般に非公開のため取り扱い注意

大
阪
府 配布申込みはWEB限定
検査キットを無償配布

　大阪府は２月16日、医療機関等
を対象に、医療従事者の早期の職場
復帰等を目的とした「抗原定性検査
キット」の無償配布を始めた。キッ
トの使用用途は、濃厚接触者となっ
た医療従事者に対し▽自宅待機をし
ない、就業前の毎日検査▽自宅待機
期間の短縮。配布される検査キット
は１医療機関一律50テストで、使
用実績の報告は必要ない。配付申込
は府HPで受け付けている。

施設基準研修会
会員限定で開催

４月 歯援診
５月以降 外来環

　社保研究部は在宅療養支援歯科診

療所（歯援診）の施設基準の届出に

必要な研修会を４月17日に開く。外

来診療環境体制加算（外来環）の施

設基準の研修会は５月以降で開催を

調整している。いずれも参加は会員

本人限定で、受講者には修了証を発

行する。

 （歯援診の研修会の詳細は６面）


